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学術情報は誰のもの︖
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2020年12⽉4⽇(⾦) 国⽴情報学研究所設⽴20周年記念フォーラム
第4セッション︓パンデミック後の⼤学図書館がNIIに期待するもの
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出典︓内閣府報告書「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり⽅について」（2015年3⽉）

オープンアクセスからオープンサイエン
スへ
オープンアクセスからオープンサイエンスへ



3オープンアクセスからオープンサイエン
スへ
変わる⼤学図書館

国⽴⼤学図書館協会オープンアクセス委員会 「オープンサイエンスに向けて国⽴⼤学図書館が担う具体的役割」 （2019.4.12）より
https://www.janul.jp/sites/default/files/janul_specific_role_for_open_science_20190412.pdf 



4図書館の役割の変化

先⾏研究調査

資⾦確保

実験・解析

新たな研究成果

論⽂執筆

投稿

出版

アウトリーチ

評価・分析

これまで これから
研究ワークフロー

これまで

◆ 研究成果の収集・
保存・発信

• 資料の購⼊・保存・
提供

• 電⼦リソースの契約・
アクセス環境整備

• 所蔵資料の
デジタル化

• 学内研究成果の
収集・保存・発信

これまで

◆ 研究プロセスへの関与

• 研究データの管理・
保存・発信

• アカデミックリテラシー・
アカデミックマナーに
関する⽀援

• 研究インフラの環境
整備への⼀層の関与

etc.



5東北⼤学コネクテッドユニバーシティ戦略



6デジタル技術を活⽤した⼤学経営の⾼度化
• CDO（Chief Digital Officer︓最⾼デジタル責任者）にプロボストが就任（国⽴⼤学初）
• DX推進コアメンバーの学内公募では予想を⼤きく上回る事務職員35名が⼿を挙げた
• 仮想クライアント（1,600ライセンス）導⼊によりコロナ対応で7割の在宅勤務を実現
• 授業4,400科⽬の完全オンライン化を実現
• 経営戦略⾒える化、働き場所フリー、窓⼝フリー、印鑑フリーを推進

⼤学経営のDXを
加速的に推進

DX推進PT体制・進め⽅

CDO創設 働き場所フリー 窓⼝フリー 印鑑フリー

l ⼤学DXの司令塔となる
CDOを7⽉1⽇に新設

l プロボストが兼務

l 学内情報の集約・可視化
l 経営戦略データベース
構築

l テレワーク環境改善
l テレビ会議の普及推進

l 教職員のBYOD対応 等

l AIを⽤いた学⽣対応
l 多⾔語化対応推進

l “顔の⾒える”電⼦窓⼝ 等

l 電⼦申請⼿続きの拡充
l 電⼦決裁システムの導⼊

l ⽂書管理の電⼦化 等

経営戦略⾒える化

マルチベンダーによるDX基盤のタイムリーな導⼊

新グループウェア
による電⼦決裁化

学内申請⼿続き
押印廃⽌126業務例えば では︖印鑑フリー



7研究プロセスへの関与の例

これまで• 研究データ管理・公開ポリシー策定
• オープンサイエンス・研究公正のため
の環境整備

これまで

これまで

• 電⼦ブック、プレプリントサーバ、
デジタルアーカイブ等の⼀層の整備
強化

• 各種研究⽀援ツールの利活⽤サポート
• 論⽂執筆から投稿までのプロセスに関わるサポート
（APC、ハゲタカジャーナル、論⽂執筆セミナー等）
• 著作権、学術不正防⽌等の普及啓発

研究データの管理・保存・発信 研究インフラの環境整備への関与

アカデミックリテラシー・アカデミックマナーに関する⽀援



8電⼦ブックの整備強化と課題

● 2019年度までの電⼦ブック
購⼊タイトル数︓16,705タイトル
※⼤規模総合⼤学としてはかなり少ない

● 休館対応（学⽣への郵送貸出等）

● 電⼦ブック整備の強化・利⽤促進
（シラバス掲載図書を優先的に
電⼦ブック購⼊、SNSで新刊紹介）

シラバス
掲載冊数

電⼦ブック

購⼊済 今回購⼊ 合計 ⽐率

1,884冊 39冊 49冊 88冊 4.7%

【全学教育科⽬（教養科⽬）の例】

課 題
● とくに⽇本の学術書・新刊書
の電⼦書籍化の遅れ

● 価格・契約モデル（⾼額、
定まらないビジネスモデル）

● 利⽤条件（印刷・ダウンロー
ド等）の制限

● プラットフォームの機能向上
（洋書の翻訳機能等）

出版社との交渉・改善要求
図書館（コンソーシアム）から教育研究
の現場のニーズ・利⽤動向・問題点等を
伝え、電⼦ブックの環境整備強化へ
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2020年

2019年

⽇本語電⼦ブック（主に学部学⽣⽤）のアクセス状況

前年度に⽐べて、授業期のアクセスが⼤幅増

電⼦ブック利⽤統計（東北⼤学／前年との⽐較）

※ Maruzen eBook Library（丸善雄松堂）と KinoDen（紀伊国屋書店）の合計

臨時休館中



10Go To 図書館 キャンペーン
安⼼・安全な「場」としての図書館の試み

ノーベル賞記念ミニ展⽰

留学⽣コンシェルジュ

オーダーメイドガイダンス

⼤学祭装飾物展⽰



11ニューノーマルを⾒据えた図書館を求めて

ニューノーマルを⾒据えたハイブリットな図書館サービスの実現

感染症拡⼤防⽌の観点を
踏まえたリアルな図書館利⽤環境の整備

安⼼・安全な「場」としての
図書館サービスの再検討

オンラインサービスの充実・強化
による教育研究DXの推進

オンライン活⽤による
教育研究⽀援の機能強化

リアル空間 サイバー空間

オープンアクセス
電⼦ブック

デジタルアーカイブ
研究データ
オンライン教材



12オープンアクセスからオープンサイエンスへ商業化に巻き込まれる研究者と研究機関

APC

OAは推進したい

研
究
成
果
%
囲
'
込
)

リポジトリへの登録︖

評価（競争）のためには
業績をよく⾒せたい

⼿頃なAPCはどのジャーナル︖

ハイブリッド
OA

ジャーナル

プレ
プリント
サーバ

ハゲタカ
ジャーナル

出版社

フルOA
ジャーナル

購読型
ジャーナル OA化

学協会
誌



13参考： IFとAPCの相関

APC in $作成︓東北⼤学附属図書館（2020年11⽉3⽇調査）

Impact Factor
(2019/2020)

※⾚字はFull OA誌
下線はSpringer Nature社の系列誌
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14進む研究インフラの商業化

デジタル実験ノート

出典︓国⽴情報学研究所 船守美穂准教授
「電⼦ジャーナル問題―今、何に対処すべきなのか︖ 」
（国⽴⼤学協会 研究⼩委員会 2020年1⽉23⽇）から抜粋・編集

◆エルゼビア社の事業展開例 ◆NIIの取組例*

*NIIが直接提供するサービス以外にも
NIIが連携・協⼒、⽀援するサービスも含む



15富める研究者と貧しい研究者の格差拡⼤︖

https://www.nature.com/articles/d41586-020-03324-
y?fbclid=IwAR0mHeJVwlBjKqR1ZCQnl3BolA6spYXmGa-drZEhecVArnXWkqz0egZMSjg

S-N社のプランSに対する⽅針
2021年1⽉より︓
・OA出版経費（APC） €9500（約
120万円）を⽀払うことによってOA化

・６つの姉妹誌の査読料€2190
（27万円）

・追加APC費は€2600⼜は€800
（32万円または10万円）

科研費基盤研究（3〜5年間）
Ａ︓2,000万円〜5,000万円
Ｂ︓500万円〜2,000万円
Ｃ︓500万円以下

研究機関によるAPC補助︖
図書経費圧迫
出版社による研究者囲い込み

学術情報は誰のもの︖



16⽇本のアカデミアを代表するジャーナル︖

https://www.pnas.org/ https://royalsocietypublishing.or
g/journal/rsos

https://www.japan-acad.go.jp/
japanese/publishing/pja_b.html



17NIIへの期待 – 研究インフラを⽀える砦
研究インフラの整備・提供を通じて、我が国の学術情報
に関わるコミュニティ・⼈材育成のハブとしての役割を期待

コミュニティ
• 各種プラットフォームの運⽤・

⽀援のためのコミュニティ
• 国内外の学術情報に関する

先端的取組への参画・協働

⼈材育成
• 学術情報に関するディジタル

⼈材の育成
• インフラ整備やコミュニティ活動

を通じた⼈材インキュベーション

研究インフラ
• 学術コンテンツの整備・流通

に関するプラットフォーム
• 研究データ管理・公開基盤
• 認証・ネットワーク基盤



18学術情報は誰のもの︖

国⽴国会図書館法前⽂の⾔葉

新約聖書（ヨハネによる福⾳書8:32）
「真理はあなたたちを⾃由にする」より
Η ΑΛΗΘΕΙΑ ΕΛΕΥΘΕΡΩΣΕΙ ΥΜΑΣ

https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/missionandroles.html
※国立国会図書館から掲載許諾済

NIIのリーダーシップに期待︕


